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１．はじめに 

北海道内の豪雪地域では，融雪出水量の事前把握

が春以降の安定的な水資源管理を行う上で不可欠で

ある. 本研究で対象とする岩尾内ダムは北海道北部
の天塩川流域上流部に位置している．岩尾内ダムで

は 1971年から積雪調査を実施している．積雪調査は
ダム流域を 4つの集水域に分割し，計 25箇所，標高
300m～900mまで 100mごとに積雪深と密度を測定
することにより，流域全体の積雪水量を算出してい

る．これは北海道のダムの中では観測数が多いため

調査結果は高精度と考えられるが，2008年以降は積
雪水量から予測されるダム湖への流入量が過少評価

されている．また，近年は融雪期の気温上昇の早期

化により融雪開始時期が早まっており，今後のダム

管理に支障をきたす恐れがある. したがって, 融雪
出水予測の精度向上が重要である． 
岩尾内ダムでは融雪量を積雪水量で除した融雪比

という値を用い，観測によって推定される積雪水量

と融雪によるダム湖への流入量の比較検討を行って

いる．融雪比が 1.0 であれば，積雪水量と融雪量は
等しく積雪水量はすべて融雪出水量としてダム湖へ

流入する．1976年～2007年の融雪比の平均値は1.00，
標準偏差は 0.09と精度が良かったが，2008年，2009
年の融雪比の精度はそれぞれ 0.66，0.74であり，こ
こ 2 年間は精度が非常に悪く，積雪水量から予測さ
れる融雪出水量は少ない．(図－1) 
２．データの検証  

 本研究では，過去 34年間のうち，融雪比が低い年
はダム湖への流入量や気象状況にどのような傾向が

あるのかデータの検証を行った．検証結果を以下に

記す． 
流入量：例年よりも逓増時期，ピーク時間，逓減時

期が早まる．また，2008年のピーク日は平均より 2
週間，2009年は 1週間早い．(図－2) 
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図－1：岩尾内ダム流域における 1976 年から 2009 年

の融雪比の経年変化 

 
気温：3 月中旬から 5 月中旬にかけて，例年より気
温が高い．（図－3） 
風速：2005年～2009年のデータでは，2008年，2009
年は他の年に比べて，日最大瞬間風速を比べること

により，風が強い傾向がある． 
湿度：2005年～2009年のデータでは，2008年，2009
年は他の年より，湿度が低い．ただ，精度が良い 2007
年も 2005年，2006年より低い． 
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図－2：3月 1日から 7月 31 日までの流入量の 3日平

均値 
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図－3：3月 1 日から 7月 31 日までの気温の 3日平均値 
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 これらの傾向を踏まえると，雪面からの蒸発，ま

た，雨による雪の融解の現象が融雪比の精度を悪化

させる原因として考えられる．表－1，表－2のモデ

ルにより解析を行い，岩尾内ダムの 4 つのサブ流域

ごとに標高別に蒸発量(2005年～2009年)，降雨融解

量（2008年，2009年）を推定し，それらすべてを合

計した値を総蒸発量，降雨融解量とした．解析結果

を表－3に示す． 
表－1：蒸発量の推定式 
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表－2：降雨融解量の推定式 

L

R

Q
Q

HR =  

HR：降雨融解量(kg/m2=mm) 

QR：雨の熱量(J/m2) 

QL：雪の融解熱(=3.34×105 J/kg) 

iR PcTQ =  

P：日降雨量(mm) 

c：雨の比熱(=4.19 J/g・k) 

Ti：気温と仮定した標高別の降雨温度(℃) 
 

表－3：総蒸発量，降雨総融解量の推定結果 

 

 

 

 

 

 

３．まとめ 

岩尾内ダム流域のような豪雪地域では，治水，利

水の両面において，融雪出水量の事前把握が重要で

ある．観測によって得られたデータから融雪出水量

として天塩川流域の農業従事者等に提供する．しか

しながら，近年は融雪比の精度の悪化により，ダム

湖への流入量が過少評価されている．その原因を本

研究で調査したところ，融雪量に蒸発量，降雨融解

量を加味すると，2008年,2009年の融雪比はそれぞ
れ 0.76，0.84となり両年とも 12％の向上が見られた． 
また，融雪出水量が過少評価される原因として，

蒸発量，降雨融解量の他にも様々な要因が考えられ

る．雪崩による積雪の流域外への流入や，雪の昇華

による積雪水量の損出などといった影響，また，

100m 間隔に分けられている流域面積をより細かく

分割して，積雪水量の算定などを詳細に行う必要が

ある．そして，積雪観測のさらなる定式化，精緻化

も重要である． 

昨今，温暖化といった地球環境の変化が注目され

ているが，それらが積雪量ならびに融雪時期に与え

る影響を考慮すると，現地における積雪観測のさら

なる精緻化とともに, 新しい融雪比の提案が必要と

なろう. 
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年 2008 2009 
総蒸発量 
(百万m3) 

17.27 26.36 

降雨総融解量 
(百万m3) 

4.02 5.46 

融雪比 0.76 0.84 
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